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論文内容の要旨
本論文は自由電子レーザ (FEL : Free Electoron Laser) 用の良質で大電流の低エネルギ一分散相対論的電子ビー
ム源 (LESREB : Low Energy Spread Relativistic Electron Beam) の開発と，これを用いた自由電子レーザの発振
実験についての研究成果を中心にまとめたものである。
大電流で、低エネルギ一分散の電界放出と光電子放出の2種類の相対論的電子ビーム源の開発を行い，電界放出にお





















(1)電界放出による電子ビーム源では， O.5MeV , 50Aで lμs の電子ビームを得ており，トムソン散乱によるエネ
ルギ一広がりの測定により，エネルギ一分散が1.2%以下となることを明らかにしているO
(2) 光電子陰極を用いた電子ビーム源においては， O.5MeV , 1 Aで8ns の電子ビームを得ており，角度分散が10- 3
以下のビームを発生することに成功しているO
(3) 直線型電磁石ウイグラの設計・製作をおこない，発生したウイグラ磁場の精度をフーリエ解析評価法により決
定し，エラー磁場強度が10- 3以下であることを確認し，レーザ実験に必要な精度となっていることを明らかにし
ている。
(4) 上記の電子ビームとウイグラとを用いて，自由電子レーザの発振実験に成功しており，その結果，ミリ波域で
最大出力100kWを達成している。
以上のように本論文は，電磁エネルギー工学ならびにレーザ理工学の分野に貢献するところが大きい。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認めるO
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